
 ある日のできごと              プリント①（学級活動 第２時） 

 
 
 

 
 
 
 

私と友だちとのやりとりです 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

友だちに貸していた本を、約束どおりに返してもらいました。ところが、

その本のあるページがなぜかとても汚れてしまっています・・。 

その１ 
友だち：「ねえ、借りていた本、返そうと思ってもってきたよ。ありがとう」 
わたし：「よかったぁ。この本、また読みたいと思っていたところだったんだ。」（うれしそうに渡された本をぱらぱらとめく

ってみる） 
    「あれ、このページの所、何だかすごくきたなくなっている。」（友だちといっしょにそのページをのぞきこんで） 
友だち：「あれ、本当だ。いったいどうしたんだろう。」 
わたし：（無言でじぃっと下を向いてしまう） 
友だち：「どうしたの、だまっちゃって。なにか言いたいことがあるんじゃないの」 
わたし：「そうじゃないけど。でも・・このよごれ・・」 
友だち：「え！？ そこのよごれ？おれがよごしたんじゃ、ないよね。」 
わたし：「もういいんだ。本当にもう何でもないんだから。」（何でもないと思えないような言い方で） 

名前 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その２ 
友だち：「ねえ、借りていた本、返そうと思ってもってきたよ。ありがとう」 
わたし：「よかったあ。この本、また読みたいと思っていたところだったんだ。」（うれしそうに渡された本をぱらぱらとめく

ってみる） 
    「あれ、このページの所、何だかすごくきたなくなってる。」（友だちといっしょにそのページをのぞきこんで） 
友だち：「あれ、本当だ。いったいどうしたんだろう。」 
わたし：「そんなしらじらしいこと言ったてだめだよ。よくもこんなふうにきたなくしたね。あなたなんかにもう二度と何に

も貸してあげないからね。あなたがやったんだから、この本、ちゃんとべんしょうしてよね！」 

その３ 
友だち：「ねえ、借りていた本、返そうと思ってもってきたよ。ありがとう」 
わたし：「よかったあ。この本、また読みたいと思っていたところだったんだ。」（うれしそうに渡された本をぱらぱらとめく

ってみる） 
    「あれ、このページの所、何だかすごくきたなくなってる。」（友だちといっしょにそのページをのぞきこんで） 
友だち：「あれ、本当だ。いったいどうしたんだろう。」 
わたし：「このページ、前はこんな風にきたなくなっていなかったと思うんだけど、どうだったかおぼえてる？」 
友だち：「借りている間に汚したんだって、こっちのこと疑ってるんでしょう？」 
わたし：「そうじゃないよ。ただ、とても大事にしていた本だから、いつこんなよごれがついたのか気になるんだ。他の人に

もかしたりしたから、その時よごれたかも知れないし。あなたが読んだとき、もうよごれがついていたかどうか、

おぼえている？」 
友だち：「はっきり気にしていなかったけれど、どうだったかなあ。もし自分でも気が付かないうちによごしていたとしたら

ごめんね。」 
 



 ある日のできごと・・       名前      プリント②（学級活動 第３時） 
 
 
 
 

その時、私は・・・ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朝読書の時間のことです。クラスのほとんどの人は静かに本を読み始めた

のですが、“A 君”は“わたし”に話しかけてばかりで読書をしません。 

その１         
A 君：「ねえねえ、昨日のドラマ、おもしろかったよなぁ」 
わたし：「おい、うるさいよ！朝読書の時間とっくに始まってるだろう！はやく読めよ！」 
A 君：「わかったよ！何だよ、おこるなよー。」 

その３         
A 君 ：「ねえねえ、昨日のドラマ、おもしろかったよなぁ」 
わたし：（小さな声で、なずきながら）「うん、昨日は見てないけど・・・おもしろいよね」 
A 君：「え？じゃあ前に見たことあるの？」わたし：「・・前に・・ちょっとだけ・・」 
A 君：「え、いつ見たの？」       わたし：「・・ううん・・」 
A 君：「なんだよ、はっきり言えよ」   わたし：「（困ったようすで）だって・・」 
A 君：「だってなんだよ」        わたし：「・・・（困りはてる）」 

その２         
A 君：「ねえねえ、昨日のドラマ、おもしろかったよなぁ」 
わたし：（小さな声で）「うん、知ってるよ。でもその話は、朝読書終わったらね。A 君もは

やく本読んだほうがいいよ。」 
A 君：「あ、そうか。ごめんごめん、わかった、わかった。」 



ある日のできごと・・             プリント③（学級活動 第３時） 

 
 
 
 
 
 
 

その時、私は・・・  （さわやかさんで、言ってみよう） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今日は 4 時間で給食を食べて下校です。「A 男」と「B 男」からゲームセ

ンターに行こうと「わたし」はさそわれました。A 男の大学生のお兄ちゃ

んも行くから大丈夫だと。でも今日は、あんまり行きたくありません。 
ことわったら二人ともおこるかな・・ 

A 男：「ねえねえ、今日帰ったら、みんなでゲームセンターに行かない？」 

B 男：「うん、いいねぇ。今日は学校は、早く終るし、時間もあるしね」 

A 男：「まさしも一緒に行こうよ。」 

B 男：「そうだよ、みなで行こう行こう！」 

A 男：「大学生のうちの兄ちゃんも行くから、だいじょうぶだよ。」 

わたし：「 

名前 



ある日のできごと・・               朝の会①（教師用） 

 
 
 
 
 
 
 
 

その時、私は・・・  （さわやかさんで、言ってみよう） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図工の時間、絵画展の作品を仕上げている C 子さんが、わたしにアドバ

イスを求めています。C 子さんは、いつもいっしょうけんめいに作品を仕

上げていて、作品は全体的に下書きも色ぬりもきれいにかけています。た

だ、苦手な空の色をぬるのに、色がにじんでしまったようです・・・。 
わたしとしては、空の色を、もう一度ていねいにぬり直したらいいと思

っているのですが・・・。 

C 子：「なかなかうまくいかないなぁ・・・」 

（C 子がかいた絵を、わたしの前にみせてはなしかけてきた） 

C 子：「ねえねえ、こんな感じでしあげにしたいと思っているんだけど、どうかな？」 

わたし：「ねえ、それって自慢？C 子ちゃんいつも絵うまいじゃん。なんで自分なんかに聞くの？  

いいねえ、絵がうまい人は・・・。でもなんかこの空の塗り方、おかしいよね。へんなの。

塗り直した方がいいんじゃない？」 

名前 



ある日のできごと・・                朝の会① 

 
 
 
 
 
 
 
 

その時、私は・・・  （さわやかさんで、言ってみよう） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図工の時間、絵画展の作品を仕上げている C 子さんが、わたしにアドバ

イスを求めています。C 子さんは、いつもいっしょうけんめいに作品を仕

上げていて、作品は全体的に下書きも色ぬりもきれいに描けています。た

だ、苦手な空の色をぬるのに、色がにじんでしまったようです・・・。 
わたしとしては、空の色を、もう一度ていねいにぬり直したらいいと思

っているのですが・・・。 

C 子：「なかなかうまくいかないなぁ・・・」 

（C 子がかいた絵を、わたしの前にみせて話しかけてきた） 

C 子：「ねえねえ、こんな感じでしあげにしたいと思っているんだけど、どうかな？」 

わたし：「 

 

」 

名前 



ある日のできごと・・                 朝の会② 

 
 
 
 
 
 

その時、わたしは・・・  （さわやかさんで、言ってみよう） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次のレクレーションの企画についてグループで話し合っています。わた

し（A 君）は絶対バスケットボールがやりたいと思っています。でも、大

の仲良しの C さんはドッチボールがやりたいと言っています。ドッチボー

ルは前にもやったことがあるのに・・・。 

C さん：「今度のレクレーション、やっぱり絶対ドッチボールがいいよね。だって前にやった時も盛

り上がったし、レクレーションはドッチが一番だよね。A 君もドッチでいいよね。」 

 

わたし：「                                        

                                   
 
 

 
 
    
 

名前 



ある日のできごと・・                  朝の会③ 

 
 
 
 
 
 
 

その時、私は・・・（Ｅさんが答えたしゅんかん、わたしはどう反応しますか？心の中で思う事でも、言ってあげることでもか

まいませんか？） 
 

  
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今は国語の授業中、漢字の学習をしています。わたしのとなりの席のＥ

さんは、真剣に学習に取り組んでいます。先生の質問にも積極的に発言し

ようと、がんばっています。 
そんな時、先生の質問にＥさんは・・・。 

先 生：「はい、それではこの漢字の読み方をおぼえまよう。だれかわかる人いませんか？」 

      大 人 

Ｅさん：「はい（挙手）」          先生：「それでは、Ｅさんお願いします。」 

Ｅさん：「はい、“だいじん”だと思います！」                                     

わたし：「                                       

 
 

名前 



   ある日のできごと・・                 朝の会④ 

 
 
 
 
 
 

その時、私だったら・・・（Aさんの立場になって） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A さんは B さんと大の仲良しで、何をするにもいつもいっしょです。そ

して C さんは、A さんともっと話をしたり、遊んだりしたいなあと思って

いたので、ある日 C さんは、勇気をだして、A さんに声をかけ、楽しくい

っしょに遊びました。ところが次の日・・・・・。 

A さん：「B さん、おはよう。」             

B さん：「・・・・・」                                      

A さん：「今日の休み時間、いっしょに遊ばない？」   

B さん：「え？・・・C さんと遊べば？」 

A さん：「どうして？」                       

B さん：「だって、ぼく（わたし）のことは、 

もうきらいなんでしょ！」 

A さん：「え!? それはごかいだよ・・・・。         

 

名前 



M 君のなやみ・・・                  朝の会⑤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その時、私だったら・・・（あなたから M 君にアドバイスをしてあげて下さい） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

M君は、いつもAさんやB君と仲良し。他の子とはけんかをしているわけでは

ないし、仲が悪いわけでもないけど、あまり遊びません。でも、もっとみんなと

友達になって、仲良く楽しく過ごしたいと思っています。だって、いろんな人と

遊んだり話せたりできる方が、もっと楽しいと思うから・・・。でも、どうしらもっと

友達の輪がひろげられるかな・・・・・？ 

 

名前 


